
ＰＦにおけるストレッジリング型光源の検討
ー　将来計画検討タスクフォース　－

要請ｂｙ小間所長：

極紫外軟Ｘ線高輝度光源計画が東京大学において実現することが困難

となった場合にＰＦとして何ができるかについて検討してほしい

Ｂｏｕｎｄａｒｙ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ：

①　予算の上限は３００億円

②　平成１７年度予算をにらんで１０～１１月頃から文科省と折衝したい

③　補正予算に対応できる案（５０億円程度）の案をみせてほしい

（ｂｙ　文科省　ｉｎ　Ｊｕｎｅ）

タスクフォース：

メンバー：飯田、伊藤、岩住、伊澤、河田、春日、小林（正）、小林（幸）、　

　　　　　　鈴木、野村、間瀬、前澤、松下、柳下、山本、若槻

これまで１０回開催

他のＰＦスタッフはオブザーバー参加可、ホームページによる議事録、配

布資料の公開（ＰＦ内）



検討の状況

・総ビームライン数

・挿入光源ビームライン数　　：　X線、　VSX
・Ｂｅｎｄｉｎｇ　Ｍａｇｎｅｔ　ビームライン数

・予想されるユーザー数

・建設に関するマンパワー

・運転、共同利用

・特記事項

現状

新提案

運転稼働

建設　or　改造コスト

Ａｃｔｉｏｎ

ＥＲＬＰＦ－ＡＲ2.5GeV　rinｇ新リング



現状

　・　２．５ＧｅＶリング 運転経費・実験費 １８．４　億

　・　ＰＦ－ＡＲ　６．５ＧｅＶ　　　　　　運転経費・実験費 １４．９　億

　・　スタッフ数 光源 Ｓ：１８、　Ｔ：１０　ビームライン　Ｓ：３５．　Ｔ：９

　・　ステーション数 ｔｏｔａｌ　５９　（ＶＳＸ：２１、Ｘ：３８）

（タンデムのステーションはすべて１として）

　・　ＩＤ ｂｅａｍｌｉｎｅ ２．５GeVリング：７　（ＶＳＸ：３．５、Ｘ：３．５）

PF-AR：４　（SX：０．５、X：３．５）　　

　・　課題数（ユーザー） ｔｏｔａｌ　６５０－７００　　（２５００～２７００）

　 ＶＵＶ　１５～２０％、Ｘ　８５～８０％

○　スタッフ数に比べビームライン数多すぎる　 ・ビームラインの整理

　　一部にａｃｔｉｖｅでないビームライン　　　　　　　 ・投資の重点化

○　３リングの運転という状態を実現すべきでない

１リング　ｏｒ　２リング

ＰＦの果たすべき役割

・　ハードウエアとして先進的、先端的なものをもつ施設

（新しい可能性の開拓）

　　・　物質・生命科学に有用で使い易いツールとしての機能



議論された案

ａ）　１．８ＧｅＶ　リングの建設

PF-AR　ｓｈｕｔｄｏｗｎ

２．５ＧｅＶ　リングの　３ＧｅＶ化

ｂ）　３．３GeV　リング（３．０ＧｅＶクラスという意味）建設

ｃ）　２．５－３．０ＧｅＶ　リングの建設

２．５ＧｅＶ　リングｓｈｕｔｄｏｗｎ

ＰＦ－ＡＲ　ｓｉｎｇｌｅ　ｂｕｎｃｈ専用リングとしての整備

ｄ）　２．５ＧｅＶ　新リング

コストダウン（３００億以内を目指す）

ｅ）　２．０ＧｅＶ　リングをＡＲトンネル内に

ＰＦ－ＡＲ（６．５ＧｅＶ）　ｓｈｕｔｄｏｗｎ

２．５ＧｅＶ　リング３ＧｅＶ化・Ｘ線用

ｆ）　新リング建設なし

２．５ＧｅＶリング改造直線部　　　７　　　　　１１（１３）

ＰＦ－ＡＲ　西側ＰＦ移設　　　　直線部　４　　　　５

ビームラインの整備

ＥＲＬ実証機の建設



 





ＰＦとして、より詳細な検討を開始した

①　２．７ＧｅＶ新リング　　（３００億円　ｖｅｒｓｉｏｎ）

②　既存リングの改造　（６0億　　ｖｅｒｓｉｏｎ）



２．７ＧｅＶ案

Ｅｃ（Ｂ）＝４.９ｋｅＶ















Cost estimation(概算）

１．２．７GeVリング（リング＋ID＋チャネル）：１３１．１８億
　　（１）　リング　５２．１３億

（ａ）　電磁石１８．０　（ｂ）　真空システム　１３．７５　

（ｃ）　入射パルス電磁石　１．６２　（ｄ）　制御　３．５　（ｅ）モニター　６．７２

　　（２）　入射　（ライナック＋ブースターリング）　２４．９６億

　　（３）　基幹チャネル　２４（ＩＤ）＋１６（Ｂ)　：　２３．８５億
　　（４）　ID　３０．０億
２．ビームライン

挿入光源とチャネルを除いて３億／ビームライン

３．建物１３０億程度（まだ大変粗い見積もり）

光源系、柳下、河田にて検討開始

課題

・建物のコストを下げられるか

・加速器ビームラインのコストを下げられるか

・既設（２．５GeVリング）のビームラインの移設の可能性の検討
・限られた予算枠内で、リング立ち上がり時に稼働すべきビームラインの種類・

　　　数の検討



・　４極ー、６極ー、電磁石の厚さを薄くして、　　　
　Bending Magnet側に寄せて再配置
・　直線部７　→　１１（１４）

・　少額（比較的）の予算で、大きな効果

・　第３世代リングに迫る性能

　　ε～　３６（２７）　ｎｍ・ｒａｄ、　Ｉ　＝　４５０　ｍＡ，

　　ＩＤ　：　１１

・　予算獲得の努力中

　　

・　部分的に準備作業

・　４極、６極電磁石の試作、テスト、製作

・　ビームチャネル部分の耐熱性向上　　　　　 　　
　　のための入れ換え

・　２００５年度に、改造を実施したい

４．　２．５　ＧｅＶリング直線部増強

















 



運営上の問題

１．新しいリング建設の場合

　　（ａ）　３リングの問題

・　３リング運転（定常状態）をすべきでない

　　どのリングをいつ　ｓｈｏｕｔｄｏｗｎ

　　基本的な考え方の整理

　　（ｂ）　ＥＲＬ開発との関係

・　ＥＲＬ原理実証機実現の推進

・　時系列での見直し

　　ＥＲＬ　　　１０年後に目指すのか　２０年後なのか

　　　新リングとＥＲＬの役割分担は

　　（ｃ）　ｔｏｔａｌのビームライン数（ステーション数）

・　現在　：　２．５ＧｅＶ　＋　ＰＦーＡＲで　～７０　ｓｔａｔｉｏｎ

→　４０～５０程度に減らせるか　

・　ユーザーによるビームラインの運営



運営上の問題

２．　既存リング改造の場合

（ａ）　挿入光源数の限界

ＰＦ Ｍａｘ　：　１１　（１３）

ＰＦ－ＡＲ Ｍａｘ　：　５

（ｂ）　改造のためのｓｈｕｔｄｏｗｎ

例えば　　２００５年４月から　６ケ月

（ｃ）　改造のみでは１０年程度の延命

１０年後以降に備えた整備計画の立案

ＥＲＬの推進

その他の可能性


